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1962 年竣工、1975 年に改修された建物である。張間 18.93m、桁行 53.7m、軒高 8.5m と学校体育館としてよ
く見られる規模である。下部構造はRC造、上部構造は山形トラス梁のS造で、2階建ての建物である（図 1、


































図 2 体育館 2階平面図及び常時微動測定位置 
●：構造躯体の測定点、○：天井の測定点 
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 常時微動測定の概要と測定結果を述べる。図 2と図 5に示すように●が構造躯体の測定点、○が天井の測定
点である。構造躯体の測定はギャラリーで行った。測定装置は構造躯体の測定に、MTKH（振動技研製）及

















2L-90×90×10(上・下弦材)  4L-50×50×6(束材 :中央,1/4) 












































































ず、構造躯体の張間方向では平均値 4.4Hz、そして桁行方向では A通りの 1.62Hz, 1.75Hz, 1.62Hzを除いて平均




















図 7は、固有値解析により得られた 2次モード図である。また、表 1に各次モードにおける振動数及び有効
質量比を示す。2次固有振動数が 8.3Hzとなった。在来天井の常時微動測定の結果では8.6Hzほどでの応答が
















































図 9 中間架構解析モデル 1次モード図 
3.2中間架構張間方向の解析モデル 
 図 8に中間架構張間方向の解析モデルを示す。条件として、屋根面の単位面積質量を110kg/m2、RC柱及び
RC 壁の単位体積固定荷重は 24kN/m3とした。RC 柱は、等価な剛性を有するトラス置換を行い、節点拘束条
件は次のよう設定する。柱脚は固定、桁行方向のみを固定とし、その他は自由とする。 
 図 9は、固有値解析より得られた 1次モード図である。また、表 2に各次モードにおける振動数及び有効質

























































図 8 中間架構解析モデル 
図 10 一体モデルにおける解析モデル図 




























































解析条件として、各節点荷重は 3.1節及び 3.2節と同様に、RC柱及びRC壁の単位体積固定荷重は 24kN/m3




 表 3 は各次モードにおける振動数及び有効質量比を示している。また、図 11 は固有値解析により得られた





















































































































































































:水平応答加速度、      :鉛直応答加速度、   :刺激係数、   :弾性地震動応答スペクトル値 
:水平振動モード、     :鉛直振動モード、  :卓越モード次数、   :水平等価静的地震力 
:鉛直等価静的地震力、   :ベースシアー係数、   :重量、   :質量、  :重力加速度 
 














































































































































           




















































































































































































































































































































































































































































(A) モデル 1における在来天井構造図 
[単位：mm] 
屋根面 
図 26 例題解析における在来天井解析モデル 






























































平応答加速度は、モデル 1で1.01、モデル 2天井A及びC部分で 0.99、天井B部分で 1.12と比較的良い精度
となることが確認できた。水平応答変位は、モデル 1で 0.78、モデル 2天井A及びC部分で 0.73、天井B部
分で 0.83 となり水平加速度と比べると比較的小さく算定される結果となった。これは、吊ボルトの非線形性
による影響であると考えられる。また、鉛直震度は、モデル 1 で 6.6、モデル 2の天井群A及びCで 5.4、モ
デル 2 の天井群 B で 7.9 となり、ばらつきが見られるものの平均値は 6.6 となった。本提案法を用いる事で、
水平応答加速度については、対象構造における応答値をおおよそ推定することが出来る可能性を示した。鉛直































図 27 時刻歴応答解析に対する本提案法 
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ABSTRACT 
Large span structures such as a gymnasium and an exhibition hall often use ceilings because of enhancing sound effects 
and reducing heating bills. The ceiling member fell down on a large scale due to the seismic motion according to the past 
great earthquake disaster reports. The purpose of this study is to investigate the vibration characteristics and propose the 
response performance evaluation method of the steel base conventional method ceiling in the school gymnasium based on 
the microtremor measurement and the time history analyses. The validity of the proposed practical method has been shown 
in comparison with the analyses. 
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